
〈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
報
告
〉

令
和
二
年
九
月
五
日
～
十
月
十
一
日

特
集
展
示

没
後
50
年　

浪
華
の
女
性
画
家　

島
成
園

本
展
示
は
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
が
大
阪
を
中
心
に
活
躍
し
た
女
性
画

家
・
島
成
園
（
一
八
九
二

－

一
九
七
〇
）
の
没
後
五
十
年
に
当
た
る
た
め
企
画

し
た
も
の
で
あ
る
。
成
園
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
堺
に
生
ま
れ
、

同
三
十
八
年
に
一
家
で
大
阪
市
南
区
鍛
冶
屋
町
に
転
居
、
十
五
歳
の
頃
よ
り
父

と
兄
か
ら
絵
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）、
弱
冠
二
十
歳

で
第
六
回
文
展
に
入
選
す
る
な
ど
早
く
か
ら
頭
角
を
現
し
、
さ
ら
に
は
「
美
人

画
」
の
領
域
を
越
え
た
衝
撃
的
な
作
品
を
発
表
し
て
注
目
さ
れ
た
。
成
園
の
活

躍
は
女
性
画
家
た
ち
の
刺
激
と
な
り
、
近
代
の
大
阪
画
壇
は
多
く
の
女
性
画
家

で
活
況
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。

当
館
に
は
、
画
家
本
人
お
よ
び
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
八
十
八
件
の
作
品
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
特
集
展
示
は
、
そ
れ
ら
の
成
園
作
品
を
で
き
る
だ

け
多
く
見
て
も
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
で
あ
っ
た
。「
伽
羅
の
薫
」「
無
題
」
な

ど
代
表
作
は
館
内
外
で
展
示
さ
れ
る
機
会
も
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
大
半
の
作
品

は
展
示
機
会
も
な
く
研
究
者
に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
展
示
を
機
に
所
蔵
す
る
全
作
品
を
掲
載
し
た
図
録
を
制
作
し

た
い
と
考
え
、
外
部
の
補
助
金
な
ど
に
も
応
募
し
た
が
残
念
な
が
ら
叶
わ
な

か
っ
た
。
せ
め
て
も
と
思
い
、
本
紀
要
に
「
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵　

島
成
園

作
品
リ
ス
ト
」
を
掲
載
す
る
次
第
で
あ
る
。
叩
き
台
と
し
て
、
今
後
の
島
成
園

研
究
の
役
に
立
つ
こ
と
を
願
う
。

実
際
に
展
示
し
た
作
品
は
八
十
八
件
の
う
ち
七
十
三
件
で
あ
る
。
第
一
室

は
、「
無
題
」（
口
絵
3
）「
自
画
像
」「
鉄
漿
」「
上
海
に
て
」
な
ど
大
正
期
の

代
表
的
な
作
品
を
中
心
に
構
成
し
た
。「
伽
羅
の
薫
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
は

展
示
予
定
だ
っ
た
が
（
当
初
の
会
期
は
四
月
十
日

－

五
月
十
一
日
）、
コ
ロ
ナ

禍
で
展
示
期
間
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
以
前
か
ら
計
画
し
て
い
た
修
理
期
間

（
六
月

－

翌
三
月
）
と
重
な
っ
て
し
ま
い
展
示
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
伽
羅
の
薫
」
が
描
か
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
だ

け
に
な
お
さ
ら
惜
し
ま
れ
る
。
本
紀
要
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
修
理
さ
れ
た
作

品
が
戻
っ
て
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
装
い
を
新
た
に
し
た
「
伽
羅
の
薫
」
に

ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

第
二
室
は
、
昭
和
期
の
掛
軸
と
色
紙
を
中
心
に
展
示
し
、
画
題
と
し
て
は
美

人
画
ば
か
り
で
な
く
子
ど
も
絵
や
草
花
図
な
ど
も
交
え
て
構
成
し
た
。
色
紙
な

ど
は
小
品
な
が
ら
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
展
示

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
一
部
し
か
展
示
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
第

三
室
は
、
戦
後
に
描
か
れ
た
美
人
画
の
掛
軸
を
中
心
に
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
は
寄
贈
さ
れ
た
当
初
は
ほ
と
ん
ど
が
仮
表
装
だ
っ
た
が
、
当
館
に
入
っ
て

か
ら
本
格
的
な
表
具
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
終
の
第
四
室
で
は
、

成
園
ば
か
り
で
な
く
、
北
野
恒
富
、
中
村
貞
以
、
生
田
花
朝
、
融
紅
鸞
と
い
っ

た
同
時
代
の
大
坂
で
活
躍
し
た
絵
師
た
ち
の
作
品
も
展
示
し
、
成
園
を
巡
る
絵

師
た
ち
の
広
が
り
を
示
し
た
。

作
品
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
第
六
回
お
よ
び
第
七
回
文
展
入
賞
褒
状
や

「
三
日
月
」（
朝
日
カ
レ
ン
ダ
―
九
月
号
、
大
阪
朝
日
新
聞
）
も
展
示
し
た
。
そ

の
他
、
第
九
回
文
展
の
褒
状
や
住
吉
大
社
か
ら
の
感
謝
状
（
大
正
十
一
年
、
貞

明
皇
后
の
住
吉
大
社
へ
の
行
啓
に
際
し
献
上
の
色
紙
を
揮
毫
）
も
所
蔵
し
て
い

る
。
褒
状
に
は
送
ら
れ
て
き
た
際
の
郵
便
用
の
木
箱
も
付
属
し
て
お
り
、
当
時
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の
様
子
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
く
れ
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

以
上
が
今
回
の
特
集
展
示
の
概
容
で
あ
る
が
、
島
成
園
の
没
後
50
年
の
大
回

顧
展
を
期
待
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ン
の
方
々
に
は
物
足
り
な
い
内
容
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
特
集
展
示
と
い
っ
て
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
延
長
で
あ
り
、
特
別

な
予
算
は
無
い
に
等
し
く
、
他
の
所
蔵
者
か
ら
作
品
を
借
り
て
き
て
成
園
の
画

業
を
体
系
的
に
紹
介
す
る
よ
う
な
展
示
は
初
め
か
ら
無
理
な
話
で
あ
っ
た
。
必

然
的
に
、
当
館
の
所
蔵
す
る
作
品
を
如
何
に
見
せ
る
か
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に

日
の
目
を
見
て
い
な
い
作
品
を
ど
れ
だ
け
紹
介
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
制
約
の
中
で
島
成
園
の
魅
力
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
近
世
絵

画
を
専
門
と
す
る
担
当
者
に
と
っ
て
は
正
直
な
と
こ
ろ
荷
が
重
か
っ
た
が
、
年

表
や
画
家
の
言
葉
を
引
用
し
た
パ
ネ
ル
を
制
作
し
、
既
存
の
ケ
ー
ス
を
工
夫
し

て
使
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
っ
た
構
成
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

至
ら
な
い
点
も
多
か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
特
集
展
示
を
通
し
て
当
館
が
所
蔵

す
る
島
成
園
作
品
の
概
容
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
と
し
た
ら
、
最
低
限
の
役
割

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
専
門
家
の
手
に
よ
り
島

成
園
の
大
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

残
り
の
紙
面
を
借
り
て
、
展
示
の
準
備
に
際
し
て
調
べ
た
こ
と
を
今
後
の
参

考
ま
で
に
記
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
当
館
に
は
画
家
本
人
お
よ

び
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
八
十
八
件
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
収

受
に
関
す
る
書
類
を
繙
く
と
、「
朱
羅
宇
」「
伽
羅
の
薫
」
の
二
点
に
つ
い
て

は
、「
島
成
園
」
の
名
前
で
「
昭
和
四
十
五
年
三
月　

日
」
付
（
日
は
空
欄
の

ま
ま
）
の
寄
付
申
出
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
八
十
六
件
に
つ
い
て
は

「
森
本
美
津
子
」（
岡
本
成
薫
）
の
名
前
で
「
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
三
日
」
付

の
寄
付
申
出
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
成
園
は
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日

に
宝
塚
の
新
居
に
引
っ
越
し
、
直
後
の
三
月
五
日
に
心
筋
梗
塞
で
七
十
八
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
書
類
が
成
園
の
直
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
寄
贈
は
引
っ
越
し
に
際
し
て
の
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
も
ち
ろ
ん
、

画
家
が
亡
く
な
っ
た
後
に
遺
族
が
寄
贈
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
断

定
は
で
き
な
い
が
（
森
本
美
津
子
の
筆
跡
の
よ
う
に
も
見
え
る
）、
寄
贈
作
品

が
大
作
二
点
で
あ
る
こ
と
も
引
っ
越
し
に
伴
う
寄
贈
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
寄
付
収
受
関
係
書
類
の
中
に
は
手
書
き
の
履
歴
書
も
残
さ
れ
て

お
り
、「
島
成
園
」
の
署
名
に
「
成
園
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る
は
ず
の
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
日
の
日
付
が
入
れ
ら
れ
て
お

り
（
た
だ
し
、「
30
」
の
数
字
は
若
干
薄
い
よ
う
に
も
見
え
る
）、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
履
歴
書
に
は
従
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
少
し

異
な
る
点
も
あ
る
の
で
記
し
て
お
き
た
い
。

①　

�

生
年
月
日
が
「
明
治
二
十
五
年
二
月
十
二
日
生
」（
従
来
「
二
月
十
八

日
も
し
く
は
十
三
日
生
」
と
さ
れ
る
）。

②　

�

現
住
所
が
「
兵
庫
県
宝
塚
市
梅
野
町
二
四
」（
従
来
「
梅
野
町
四
ノ
一

八
」
と
さ
れ
る
）。

③　

�

履
歴
に
「
北
野
恒
富
、
野
田
九
浦
ら
に
画
業
を
習
い
」
と
あ
る
（
近
年
、

恒
富
と
は
対
等
な
画
家
仲
間
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
「
習
っ
た
」

と
い
う
意
識
は
あ
っ
た
こ
と
に
あ

る
）。

以
上
、
些
末
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
履
歴
書
を
成
園
の
直
筆
と
考
え
て
良

い
な
ら
ば
、
検
討
す
る
意
味
は
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
秋
田
達
也
）

島成園《色紙集 子供》
本館蔵（森本美津子氏寄贈）
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No. 蔵品番号 作品名称 員数 制作年 今回展示

46 7386 しらべ 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

47 7387 三味の音 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

48 7388 現代美人（雑誌表紙原画） 4枚 大正後期（1922-26） 〇

49 7389 ほたる 1幅 〇

50 7390 踊 1 幅 〇

51 7391 衣しらべ 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

52 7392 春日 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

53 7393 葛の葉 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

54 7394 小品集（肌寒・ねむり・年初め・夏夜・白梅・清水） 1幅（ 6枚） 〇

55 7395 蝶々 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

56 7396 祭の日 1幅 昭和26年（1951） 〇

57 7397 白扇 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

58 7398 可愛いお客 1幅 昭和26-34年（1951-59） 〇

59 7399 幼弟子 1幅 昭和26-30年（1951-55） 〇

60 7400 娘 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

61 7401 夏の夕 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

62 7402 帰り路 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

63 7403 卯月 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

64 7404 晩夏 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

65 7405 午後の客 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

66 7406 雪の朝 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

67 7407 ほつれ毛 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

68 7408 風呂帰り 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

69 7409 人形 1幅 昭和35年（1960） －

70 7410 楚々 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

71 7411 秋の雨 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

72 7412 洗い髪 1幅 昭和26年（1951） 〇

73 7413 禿 1 幅 昭和26-30年（1951-55） －

74 7414 虫籠 1幅 昭和26-30年（1951-55） －

75 7415 手習 1幅 昭和26-30年（1951-55） 〇

76 7416 想い 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

77 7417 稽古帰り 1幅 〇

78 7418 上海婦人 1幅 大正13年（1924） 〇

79 7419 花見 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

80 7420 母と子 1幅 昭和26-34年（1951-59） 〇

81 7421 長夜 1幅 昭和26年（1951） 〇

82 7422 艶姿 1幅 昭和35年（1960） －

83 7423 小品集（秋の野・青梅・芙蓉・梅） 4枚 昭和42年（1967） △（ 3枚）

84 7424 湯上がり 1幅 大正15年（1926） 〇

85 7425 若き婦人 1幅 昭和 4年（1929） 〇

86 7426 色紙集　子供 8枚 △（ 4枚）

87 7427 色紙集　美人（大首） 16枚 △（ 4枚）

88 7428 色紙集　美人（全身） 22枚 △（ 4枚）

89 7429 色紙集　花 27枚 △（ 4枚）
※制作年については、基本的に寄贈時の記録に拠ったが一部修正を施した。出品歴が判明するもの以外は検討が必要と思われる。
※No.33、34については寄贈当初は仮表装で 1 幅にまとめられていたが、それぞれに表装しなおしたため 2 件として数えた。
　その結果、本リストにおける総数は89件となっている。
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No. 蔵品番号 作品名称 員数 制作年 今回展示

1 2257 朱羅宇 1幅 昭和 9年（1934） 〇

2 2258 伽羅の薫 1面 大正 9年（1920） －

3 7344 自画像 1面 大正13年（1924） 〇

4 7345 鉄漿（おはぐろ） 1面 大正 9年（1920） 〇

5 7346 送り 1面 昭和24年（1949） 〇

6 7347 御高祖頭巾 1面 昭和42年（1967） 〇

7 7348 無題 1面 大正 7年（1918） 〇

8 7349 お紺（伊勢音頭） 1幅 昭和 8 - 9 年（1919-20） 〇

9 7350 袖萩 1幅 昭和10年（1935） 〇

10 7351 旅路の花嫁 1幅 昭和 8年（1933） －

11 7352 晴間 1幅 昭和 8年（1933） 〇

12 7353 夕涼み 1幅 昭和10年（1935） 〇

13 7354 葛の葉 対幅 昭和 8年（1933） 〇

14 7355 春の宵 1幅 昭和13年（1938） 〇

15 7356 白扇 1幅 〇

16 7357 旅芸人 1幅 昭和 7年（1932） 〇

17 7358 上海娘 1幅 大正13年（1924） 〇

18 7359 上海にて 1幅 大正14年（1925）頃 〇

19 7360 物寂 1幅 昭和13年（1938） －

20 7361 住吉詣 1幅 昭和27年（1952） 〇

21 7362 化粧直し 1幅 昭和25年（1950） 〇

22 7363 夕涼み 1幅 昭和34-44年（1959-69） －

23 7364 通り雨 1幅 昭和26年（1951） 〇

24 7365 団扇 1幅 昭和14年（1939） 〇

25 7366 空もよう 1幅 〇

26 7367 帯 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

27 7368 葛の葉 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

28 7369 雪うさぎ 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

29 7370 まどろみ 1幅 昭和14年（1939） 〇

30 7371 朝化粧 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

31 7372 待宵 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

32 7373 おさん 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

33 7374- 1 身支度 1幅 大正 8 - 9 年（1919-20） 〇

34 7374- 2 人形ぶり 1幅 大正 8 - 9 年（1919-20） 〇

35 7375 夕星 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

36 7376 初秋 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

37 7377 初桜 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

38 7378 おうす 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

39 7379 燈 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

40 7380 燈 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

41 7381 春の章 1幅 昭和35-44年（1960-69） －

42 7382 萩 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

43 7383 娘 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

44 7384 娘 1 幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

45 7385 琴爪 1幅 昭和35-44年（1960-69） 〇

大阪市立美術館所蔵　島成園作品リスト
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令
和
二
年
五
月
二
十
六
日
～
六
月
三
十
日

お
お
さ
か
の
仏
教
美
術
3

本
展
は
二
〇
二
〇
年
の
は
じ
め
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
状
況
下
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
。
当
館
は
政
府
に
よ
る
四
月
七
日
か

ら
五
月
六
日
ま
で
の
緊
急
事
態
措
置
を
受
け
て
一
時
閉
館
を
し
た
。
そ
の
後
、

五
月
二
十
六
日
よ
り
、
入
館
時
の
検
温
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
設
置
、
受
付
へ

の
飛
沫
防
止
ビ
ニ
ー
ル
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
し
た
上
で
再
度
開
館
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

本
展
の
当
初
の
開
催
予
定
は
五
月
十
二
日
か
ら
六
月
十
四
日
だ
っ
た
が
、
会

期
を
変
更
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
お
こ
の
時
、
一
階
で
は
特
別
展
「
フ
ラ
ン

ス
絵
画
の
精
華
」
が
同
時
に
開
幕
し
た
。「
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
精
華
」
は
予
定

会
期
が
四
月
十
一
日
か
ら
六
月
十
四
日
の
と
こ
ろ
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
八
月

十
六
日
に
変
更
し
て
い
る
。

今
回
で
三
回
目
と
な
る
「
お
お
さ
か
の
仏
教
美
術
」
と
題
し
た
こ
の
シ
リ
ー

ズ
企
画
で
は
、
寄
託
品
の
な
か
か
ら
、
特
に
大
阪
府
下
の
寺
社
よ
り
お
預
か
り

し
た
ご
宝
物
を
中
心
に
展
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
館
北
二
階
第
六
室
を
使
用

し
、
十
三
点
の
大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ
る
仏
教
絵
画
を
展
示
し
た
。

な
お
、「
お
お
さ
か
」
と
謳
い
な
が
ら
、
兵
庫
県
川
西
市
の
小
童
寺
ご
所
蔵

の
重
要
文
化
財
「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」
を
展
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
く
。
本
作
は
そ
の
詳
細
な
裏
書
に
よ
り
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九

九
）
以
降
の
伝
来
の
経
緯
が
判
明
す
る
。
元
禄
十
二
年
時
点
で
は
、
大
坂
の
生

玉
町
に
あ
る
圓
通
寺
に
伝
来
し
て
お
り
、
同
寺
の
住
職
の
實
誉
を
筆
頭
と
し
た

念
仏
の
講
中
に
よ
り
修
理
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
享
保
十
七
年
（
一
七

三
二
）
に
圓
通
寺
の
縁
誉
か
ら
、
同
じ
く
生
玉
寺
町
に
あ
る
隆
専
寺
の
承
誉
に

譲
ら
れ
、
そ
の
後
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
隆
専
寺
の
承
誉
か
ら
摂
津
国

川
辺
郡
西
畦
野
の
小
童
寺
に
寄
付
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
隆
専
寺
と
小
童

寺
は
共
に
京
都
の
知
恩
院
の
末
寺
で
あ
り
、
交
流
の
中
で
小
童
寺
に
伝
来
し
た

と
思
わ
れ
る
。

�

（
石
川
温
子
）

展示風景
休憩ソファには新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ソーシャ
ルディスタンス確保の注意書きを置いた。
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令
和
二
年
五
月
二
十
六
日
～
六
月
三
十
日

古
代
エ
ジ
プ
ト　

コ
プ
ト
の
美
術

コ
プ
ト
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
者
、
コ
プ
ト
教
徒
を
さ

す
。
三
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
頃
に
か
け
て
、
彼
ら
は
お
も
に
綴
織
を
駆
使
し
て

神
々
や
身
近
な
人
物
、
水
辺
の
生
物
や
幾
何
学
模
様
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ

チ
ー
フ
を
衣
類
な
ど
の
染
織
品
に
表
し
て
い
る
。
現
存
す
る
染
織
品
の
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
断
片
（
裂
）
に
過
ぎ
な
い
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
乾
燥
し
た
気
候
に
よ
り

千
年
以
上
前
の
色
彩
を
鮮
や
か
に
留
め
る
も
の
で
、
と
り
わ
け
十
九
世
紀
以
降
、

欧
米
だ
け
で
な
く
日
本
の
コ
レ
ク
タ
ー
を
も
魅
了
し
て
き
て
い
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
が
人
び
と
の
関
心
の
的
と
な
っ
た
背
景
に

は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル

ト
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト

遠
征
が
影
響
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

同
時
開
催
さ
れ
た

特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス

絵
画
の
精
華
」
に
あ

わ
せ
て
、
本
展
で
は

コ
プ
ト
染
織
の
最
盛

期
と
言
わ
れ
る
五
～

七
世
紀
頃
の
館
蔵
・

寄
託
品
を
中
心
に
、

同
世
紀
の
装
飾
性
に

富
む
建
築
彫
刻
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
コ
プ
ト
美
術
の
魅
力
を
広
く

感
じ
ら
れ
る
企
画
を
め
ざ
し
た
。

出
品
数
九
十
八
件
（
寄
託
品
一
件
・
館
蔵
品
九
十
七
件
）

�

（
菊
地
泰
子
）

展示風景

《舞踏模様綴織裂》　コプト・ 5 ～ 6 世紀　26.5×39.5cm　本館蔵
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令
和
二
年
五
月
二
十
六
日
～
六
月
三
十
日

鳥
獣
草
木 

―
中
国
・
朝
鮮
王
朝
の
絵
画

昨
年
度
に
花
鳥
、
人
物
、
山
水
と
ジ
ャ
ン
ル
を
テ
ー
マ
と
し
て
展
示
を
行
い
、

そ
の
最
後
と
し
て
こ
の
鳥
獣
草
木
を
企
画
し
た
。
牛
や
虎
な
ど
の
走
獣
、
ま
た

藻
魚
、
草
虫
、
惣
果
な
ど
の
身
近
な
対
象
を
画
い
た
作
品
を
と
り
あ
げ
た
。

羅
謙
「
藻
魚
図
」
や
沈
南
蘋
「
梅
花
鴛
鴦
図
」
な
ど
、
大
幅
に
多
く
の
動
植

物
の
姿
を
と
ら
え
た
作
例
は
、
技
巧
的
で
多
く
の
鑑
賞
者
の
目
に
触
れ
る
公

的
な
場
を
想
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
何
茂
時
「
白
菜
群
蜂
図
」
や
趙

溶
「
菓
物
画
賛
帖
」
な
ど
は
小
画
面
に
画
か
れ
、
緻
密
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
墨
戯
的
で
あ
っ
た
り
と
私
的
な
空
間
で
の
鑑
賞
が
想
像
さ
れ
る
作
例
で
あ
る
。

ど
う
い
っ
た
場
で
見
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
絵
画
表
現
の
特
色
に
関
与
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
対
比
を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。

中
国
、
韓
国
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
絵
画
に
は
共
有
す
る
部
分
が
少
な

く
な
い
が
、
こ
の
展
示
で
は
ど
の
国
で
も
よ
く
画
か
れ
る
主
題
を
と
り
上
げ
て
、

文
化
的
な
つ
な
が
り
や
差
異
に
目
を
向
け
る
機
会
と
な
る
よ
う
企
画
し
た
。
た

だ
し
、
今
回
の
展
示
で
は
主
題
を

限
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
の
作
例

が
中
心
と
な
っ
て
朝
鮮
王
朝
の
作
例

が
十
分
に
紹
介
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

よ
り
広
範
に
見
渡
せ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
の
展
示
を
い
ず
れ
設
け
た
い
と
思

う
。

�

（
森
橋
な
つ
み
）

令
和
二
年
七
月
一
日
～
八
月
十
六
日

ラ
ブ
リ
ー
！ 

ジ
ャ
パ
ン

四
季
や
名
所
の
彩
り
、
人
々
の
暮
ら
し
、
物
語
な
ど
に
心
寄
せ
る
絵
画
作
品

を
中
心
に
、
愛
す
べ
き
日
本
の
美
を
紹
介
し
た
。
凛
々
し
く
、
雅
や
か
に
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
の
感
性
を
、
夏
休
み
の
美
術
館
で
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
と
考
え
る
。
激
し
い
戦
乱
、
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
や
飢
饉
、
疫
病
な

ど
、
苦
し
み
の
多
い
時
代
を
生
き
た
先
人
た
ち
の
想
い
が
宿
る
作
品
た
ち
。
時

を
経
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
き
る
今
の
私
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
伏
見
常
盤
絵
巻
」、「
化
物
草
紙
」
は
近
年
保

存
修
理
が
完
了
し
、
今
回
が
初
披
露
と
な
っ
た
。

田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
化
物
草
紙
」
は
五
話
の
怪
異
物
語
を
収
め
た
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
絵
巻
。
十
五
世
紀
前
半
の
土
佐
派
絵
師
・
土
佐
行
秀
の
筆
と
伝
え

ら
れ
る
が
江
戸
時
代
の
模
本
で
あ
る
。

近
年
、
本
絵
巻
の
説
話
典
拠
の
研
究

に
進
展
が
み
ら
れ
、
第
1
～
3
話
は

『
今
昔
物
語
』、
第
4
～
5
話
は
閻
魔

王
宮
の
苦
患
を
説
く
経
典
と
の
関
係

が
指
摘
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
以
下
の

文
献
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
沢
井

耐
三
『
室
町
時
代
の
形
象　

怪
奇
ロ

マ
ン
と
ユ
ー
モ
ア
』（
三
弥
井
書
店
、

令
和
二
年
）。

�

（
知
念
理
）

展示風景

宋人《散牧図》南宋・13世紀
本館蔵（阿部コレクション）
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令
和
二
年
七
月
一
日
～
八
月
十
六
日

愉
快
奇
怪
神
獣
図
鑑 

中
国
古
代
篇

中
国
の
工
芸
品
に
は
往
々
に
し
て
想
像
力
豊
か
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
神
獣

の
姿
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
神
獣
と
は
霊
獣
・
瑞
獣
と
も
呼
ば
れ
る
聖
な
る
動
物

で
あ
り
、
神
と
も
神
の
使
い
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
想
像
の
産
物

で
は
あ
る
が
、
そ
う
簡
単
に
片
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
長
い
歴
史
を
持
つ
。

今
回
は
こ
の
神
獣
に
注
目
し
、
館
蔵
・
寄
託
品
の
中
か
ら
主
に
中
国
古
代
の
青

銅
器
に
見
ら
れ
る
神
獣
の
姿
を
特
集
し
た
。
同
様
の
開
催
主
旨
を
持
つ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
「
愉
快
奇
怪�

神
獣
図
鑑�

や
き
も
の
篇
」
と
連
動
し
た
企
画
で
あ
る
。

青
銅
器
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
金
工
品
は
、
ま
ず
名
称
が
難
解
で
あ
り
、

表
現
さ
れ
る
文
様
が
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
用
途
も
一
見
し
た
だ
け
で
は
不
分
明

で
あ
る
。
担
当
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
世
界
は
な
い
の
だ
が
、

美
術
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
多
く
の
観
覧
客
に
さ
え
敬
遠
さ
れ
が
ち
の
分

野
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
た
う
え

で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
中
国
工
芸
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
切
な
る

願
い
が
今
回
の
企
画
の
根
底
に
あ
る
。
な

る
べ
く
平
易
に
、
普
段
目
に
す
る
身
近
な

も
の
に
な
ぞ
ら
え
、
日
常
使
用
す
る
器
物

に
即
し
て
解
説
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
つ

も
り
で
あ
る
。
す
べ
て
は
こ
の
分
野
を
理

解
す
る
契
機
と
な
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
る
。

今
回
の
展
示
作
品
は
中
国
古
代
の
青
銅

器
を
中
心
に
銅
鏡
や
仏
教
工
芸
と
犀
角
杯
に
よ
っ
て
、
重
要
文
化
財
一
件
（
青

銅�

盤
龍
文
鏡�

大
阪
・
国
分
神
社
所
蔵
）
を
含
む
全
四
十
九
件
で
構
成
し
、
展

示
ケ
ー
ス
ご
と
に
次
の
よ
う
な
八
つ
の
大
ま
か
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
ま
ず
、

「
奇
怪
な
す
が
た
」
と
し
て
盤
龍
・
辟
邪
・
鴟
鴞
の
不
可
思
議
な
す
が
た
を
提

示
し
、
次
に
「
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉　

け
も
の
た
ち
の
姿
」
で
神
獣
文
様
の
源
泉

と
し
て
ク
マ
や
ト
ラ
と
い
っ
た
具
体
的
な
獣
文
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
「
饕
餮

文　

神
獣
文
の
王
」
で
中
国
古
代
の
饕
餮
文
と
青
銅
器
の
役
割
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、「
怪
獣　

正
体
不
明
の
獣
文
」
で
漢
代
以
降
に
盛
行
す
る
獣
文
を
紹

介
し
た
。
神
獣
文
の
中
で
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
の
が
龍
で
あ
ろ
う
。「
龍　

さ
だ
ま
ら
な
い
そ
の
す
が
た
」「
龍　

そ
の
す
が
た
の
変
容
」「
蟠
螭
文　

鏡
の

中
の
龍
」
で
龍
の
す
が
た
の
変
遷
を
追
い
、
最
後
に
「
鳳
凰　

瑞
鳥
の
お
り
た

つ
と
き
」
で
日
本
の
仏
教
工
芸
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
鳳
凰
文
ま
で
を
紹
介
し
、
次

室
の
「
や
き
も
の
篇
」
へ
と
バ
ト
ン
を
渡
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
神
獣
を
種

別
ご
と
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
図
像
内
容
の
把
握
を
う
な
が
し
た
う
え
で
、
器

物
の
用
途
や
機
能
の
理
解
を
は
か
っ
た
。

会
期
が
夏
休
み
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
中
学
生
の
自
由
研
究
に
役
立

て
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
思
い
で
通
例
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
よ
り
も
対
象
年
齢

を
下
げ
、
平
易
な
解
説
を
心
掛
け
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と

に
、
む
し
ろ
大
人
た
ち
か
ら
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

看
視
員
経
由
で
お
褒
め
に
あ
ず
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
S
N
S
上
で
も
解
説

が
好
評
で
あ
る
旨
を
同
僚
か
ら
知
ら
さ
れ
た
こ
と
も
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
い
う
よ
り
も
、
小
中
学
生
は
足
を
運
ん
で
く
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
難
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
楽

し
い
学
び
の
場
、
感
動
と
気
づ
き
の
場
を
提
供
す
る
試
み
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
。�

（
児
島
大
輔
）

展示風景
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令
和
二
年
七
月
一
日
～
八
月
十
六
日

愉
快
奇
怪
神
獣
図
鑑 

や
き
も
の
篇

夏
休
み
の
時
季
に
あ
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
企

画
し
た
展
示
で
あ
る
。
金
工
品
を
中
心
と
す
る
「
中
国
古
代
篇
」
に
時
代
的
に

続
く
形
で
構
成
し
、
中
国
の
影
響
を
受
け
た
朝
鮮
半
島
や
日
本
の
や
き
も
の
も

展
示
し
た
。
ま
た
、
見
開
き
の
本
を
か
た
ど
っ
た
解
説
パ
ネ
ル
で
、
や
き
も
の

な
ら
で
は
の
神
獣
の
特
徴
を
補
足
し
、
図
鑑
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
演

出
し
た
。

や
き
も
の
に
は
、
古
く
か
ら
想
像
上
の
動
物
（
神
獣
）
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
れ
ら
が
内
包
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
役
割
は
、
家
畜
の
よ
う
な
も
の
も
あ

れ
ば
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
怪
物
や
、
吉
兆
を
告
げ
る
霊
獣
な
ど
一
様
で
は
な

く
、
時
代
や
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
る
。
本
展
示
で
は
、
龍
・

麒
麟
・
獅
子
・
鳳
凰
の
大
き
く
四
種

に
分
け
て
、
生
産
国
別
、
時
代
順
に

展
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を

追
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
江
戸
時
代

の
日
本
で
は
、
権
威
や
吉
祥
寓
意
を

も
つ
中
国
の
神
獣
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
、
華
や
か
さ
や
可
愛
ら
し
さ
を

重
視
し
て
い
た
様
子
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

�

（
杉
谷
香
代
子
）

令
和
二
年
七
月
一
日
～
八
月
十
六
日

琳
派
の
草
花
図

本
展
示
は
、
平
成
三
十
年
度
に
修
理
さ
れ
た
「
燕
子
花
図
」
を
展
示
す
る
た

め
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
光
琳
落
款
の
「
燕
子
花
図
」
を
中
心
に
、
対
青

軒
印
が
捺
さ
れ
る
「
藤
袴
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
や
方
淑
印
の
「
柳
図
・
立
葵

図
団
扇
」
な
ど
琳
派
ら
し
い
草
花
図
九
件
の
ほ
か
、
光
琳
の
息
子
・
寿
市
郎
の

養
家
に
伝
わ
っ
た
重
要
文
化
財
「
小
西
家
伝
来
・
尾
形
光
琳
関
係
資
料
」
か
ら

画
稿
や
図
案
な
ど
十
八
件
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
同
資
料
の
中
に
は
様
々
な

草
花
が
見
ら
れ
る
が
、
本
展
示
で
は
燕
子
花
や
梅
や
菊
な
ど
光
琳
が
得
意
と
し

た
草
花
を
特
に
選
ん
だ
。
実
際
に
展
示
し
て
み
る
と
、
華
や
か
な
本
画
と
シ
ン

プ
ル
な
素
描
が
互
い
に
引
き
立
て
合
い
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
対
比
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

な
お
、「
燕
子
花
図
」
の
修
理
に
伴
い
以
下
の
知
見
を
得
た
。
①
作
品
と
と

も
に
伝
わ
る
下
張
り
文
書
が
詳
細
に
調
査
さ
れ

た
結
果
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
風
炉

先
屏
風
を
切
り
詰
め
て
掛
幅
装
に
さ
れ
た
こ

と
が
緑
青
焼
け
の
痕
跡
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ

た
。
②
軸
木
に
「
軸
木
師　

忠
光
（
花
押
）」

と
「
文
政
九
戌
七
月
造
之　

浪
花
表
具
師
吉
田

清
兵
衛　

店
久
助
」
の
墨
書
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
後
考
を
俟
つ
。

�

（
秋
田
達
也
）

展示風景

展示風景より
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ダイアナ･カーゴ引揚品
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令
和
二
年
九
月
一
日
～
十
月
十
一
日

中
国
の
石
造
彫
刻

山
口
謙
四
郎
氏
（
一
八
八
六

－

一
九
五
七
）
が
蒐
集
し
た
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
中
国
石
造
彫
刻
を
中
心
と
し
て
、
中
国
南
北
朝
時
代
（
五
～
六
世
紀
）
の
仏

教
・
道
教
像
、
二
十
五
点
を
展
示
し
た
。
山
口
謙
四
郎
氏
は
南
北
朝
時
代
な
か

で
も
北
魏
（
三
八
六

－

五
三
四
）
の
造
像
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
時
期
の
都
ぶ
り
を
示
す
優
品
や
地
方
性
豊
か
な
仏

像
、
さ
ら
に
は
道
教
像
ま
で
幅
広
く
網
羅
し
て
い
る
。

本
展
で
は
、
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
北
魏
天
安
元
年
（
四
六
六
）

銘
如
来
坐
像
を
端
緒
に
、
続
く
東
魏
―
北
斉
、
西
魏
―
北
周
へ
と
仏
像
・
道
教

像
の
顔
立
ち
や
体
つ
き
が
数
十
年
単
位
で
変
化
し
て
い
く
様
相
を
、
時
系
列
に

そ
っ
て
展
示
す
る
こ
と
で
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
様
式
が
並
存
す
る
、
南
北
朝
時
代
後
期
に
お
け
る
仏
像
・

道
教
像
の
多
様
性
を
紹
介
す
る
べ
く
、
地
域
ご
と
に
ま
と
め
て
展
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
展
示
室
の
手
前
か
ら
奥
へ
作
品
が
年
代
順
に
並
ぶ
時
間
軸
と
、
制

作
地
域
の
異
な
る
作
品
群
が
左
右
に
並
ぶ
空
間
軸
に
よ
り
、

は
る
か
千
五
百
年
年
前
の
中
国
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
仏

像
・
道
教
像
の
変
遷
と
広
が
り
を
体
感
で
き
る
場
と
し
た
。

展
示
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
さ
に
中
国
南
北
朝
時

代
の
仏
像
・
道
教
像
の
教
科
書
の
よ
う
な
作
品
群
で
あ
り
、

中
国
を
訪
問
し
た
形
跡
の
な
い
山
口
謙
四
郎
氏
の
中
国
彫

刻
に
対
す
る
、
稀
に
み
る
見
識
の
高
さ
を
明
確
に
示
し
て

い
た
。�

（
齋
藤
龍
一
）

令
和
二
年
九
月
一
日
～
十
月
十
一
日

大
阪
の
仏
像

関
西
で
「
仏
像
」
と
い
う
と
奈
良
や
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん

ど
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
阪
に
も
数
多
く
の
優
れ
た
仏
像
が
現
存
し
て
い
る
。

大
阪
市
内
に
あ
っ
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
に
耐
え
ぬ
い
た
平
安
･

鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
仏
像
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
大
阪
府
下
に
は
歴
史
あ

る
古
刹
が
点
在
し
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
館
は
開
館
当
初
よ
り

関
西
一
円
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
・
神
社
よ
り
多
く
の
宝
物
を
ご
寄
託
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
八
十
年
あ
ま
り
お
預
か
り
し
て
い

る
仏
像
も
あ
れ
ば
、
堂
宇
の
改
築
等
に
伴
い
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
場
合
も

あ
る
。
現
在
、
縁
あ
っ
て
大
阪
に
伝
わ
る
多
く
の
仏
像
を
ご
寄
託
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
て
「
大
阪
の
仏
像
」
と
題
し
た
展
示
を
企
画
し
た
次

第
で
あ
る
。

展
示
し
た
仏
像
二
十
件
の
制
作
年
代
は
、

白
鳳
時
代
（
七
世
紀
）
の
重
要
文
化
財
・

金
銅
菩
薩
半
跏
像
（
観
心
寺
）
か
ら
江
戸

時
代
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
木
造

観
音
菩
薩
坐
像
（
舎
利
尊
勝
寺
）
ま
で
実

に
千
年
間
に
お
よ
ん
で
い
る
。
な
お
こ
れ

ら
の
仏
像
の
多
く
は
数
年
の
内
に
ご
所
蔵

寺
院
へ
お
戻
り
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
時

と
場
を
超
え
一
堂
に
会
す
る
の
は
最
初
で

最
後
か
も
し
れ
な
い
。�

（
齋
藤
龍
一
）

展示風景

展示風景
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令
和
二
年
九
月
五
日
～
十
月
十
一
日

青あ

緑お

い
刻と
き

新
た
な
風
景
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
洋
画
家
た
ち
の
試
み
は
、
昔
も
今
も
、

自
然
生
命
と
の
親
密
な
対
話
か
ら
始
ま
る
。
刻
と
と
も
に
う
つ
ろ
い
、
変
容
す

る
自
然
の
無
限
の
営
み
を
見
つ
め
な
が
ら
、
自
己
の
内
面
を
鮮
明
に
照
ら
す

そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
模
索
し
て
き
た
。
大
地
を
お
お
う
海
や
空
の
「
青
」
と
、

山
野
に
生
い
茂
る
草
木
の
「
緑
」
は
、
自
然
生
命
と
向
き
合
う
画
家
た
ち
の
、

も
っ
と
も
本
質
的
な
感
覚
を
映
す
色
彩
で
あ
り
、
表
現
技
術
と
い
え
る
。
大
正

時
代
か
ら
戦
後
に
わ
た
る
二
十
余
の
作
家
の
個
性
豊
か
な
ま
な
ざ
し
を
、
中
国

の
青
磁
、
青
花
磁
器
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
ご
鑑
賞
い
た
だ
い
た
。

天
王
寺
で
創
設
さ
れ
枚
方
に
移
っ
た
、
大
阪
美
術
学
校
で
斎
藤
与
里
に
師
事

し
た
園
部
晋
（
一
九
〇
一

－

六
二
）、
大
阪
の
財
閥
山
口
家
の
知
遇
を
受
け
て

奈
良
に
住
み
、
志
賀
直
哉
ら
と
交
流
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
小
見
寺
八
山
（
一

八
八
九

－

一
九
三
四
）
は
と
も
に
、
い
ま

は
そ
の
作
品
を
み
か
け
る
こ
と
も
め
っ
た

に
な
い
大
阪
ゆ
か
り
の
作
家
で
あ
る
。
本

展
で
は
、
園
部
の
「
公
會
堂
」（
昭
和
二

十
四
年
）、
小
見
寺
の
「
清
緑
風
景
」（
昭

和
五
年
）
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
青
磁
は

越
州
窯
の
盒
、
四
耳
壺
、
龍
泉
窯
の
盤
、

長
頸
瓶
、
青
花
磁
器
は
コ
ン
ダ
オ
沈
船
引

揚
品
（
景
徳
鎮
窯
・
福
建
系
諸
窯
）
を
紹

介
し
た
。�

（
知
念
理
）

令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
～
十
二
月
十
三
日

写
経 

―
天
平
か
ら
鎌
倉
へ

六
世
紀
に
仏
教
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
七
世
紀
に
は
写
経
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
天
平
時
代
に
至
っ
て
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。
特
別
展
「
天
平
礼

賛
」
で
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
千
手
千
眼
陀
羅
尼
経
（
玄
昉
願
経
）」

「
金
光
明
最
勝
王
経
」「
賢
愚
経
」
や
「
華
厳
経
（
二
月
堂
焼
経
）」
と
い
っ
た

天
平
写
経
の
白
眉
が
揃
い
、
壮
観
な
展
示
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
当
館
の
所
蔵
す
る
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
寺
院
な
ど
か

ら
寄
託
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
経
典
の
な
か
か
ら
、
奈
良
時
代
の
「
紫
紙
金

字
華
厳
経
」（
個
人
蔵
）、「
大
般
若
経
」（
本
館
蔵
、
重
要
美
術
品
）、
平
安
時

代
の
「
紺
紙
銀
字
法
華
経
」（
滋
賀
・
延
暦
寺
蔵
、
重
要
文
化
財
）、「
紺
紙
金

銀
字
交
書
正
法
華
経
（
中
尊
寺
経
）」（
大
阪
・
大
念
佛
寺
蔵
、
重
要
美
術
品
）、

「
紺
紙
金
字
大
金
色
孔
雀
王
咒
経
（
神
護
寺
経
）」（
本
館
蔵
）、
鎌
倉
時
代
の

「
彩
箋
墨
書
法
華
経
」（
兵
庫
・
太
山
寺
、
重
要
文
化
財
）
な
ど
を
陳
列
し
、
時

代
が
下
る
に
つ
れ
次
第
に

和
様
化
が
進
み
柔
軟
で
優

美
に
な
る
字
姿
、
墨
だ
け

で
な
く
金
泥
や
銀
泥
を
用

い
て
書
か
れ
た
文
字
や
、

表
紙
の
裏
の
見
返
し
絵
な

ど
、
多
様
な
写
経
の
美
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
。�

（
弓
野
隆
之
）

展示風景

《紫紙金字華厳経》
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個人蔵
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令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
～
十
二
月
十
三
日

高
き
空
か
ら 

―
仏
教
美
術

本
展
は
二
〇
二
〇
年
の
は
じ
め
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
状
況
下
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
。
五
月
二
十
六
日
の
美
術
館
再
開
か

ら
五
か
月
が
経
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
下
で
の
開
館
に
も
よ

う
や
く
慣
れ
て
き
た
頃
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
相
も
変
わ
ら
ず
、
日
本

全
国
、
世
界
中
の
感
染
者
や
死
者
の
数
が
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
聞
こ
え
、
市

民
が
少
し
の
外
出
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
生
活
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
二
〇
二
一
年
二
月
の
現
在
も

続
く
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
開
く
展
覧
会
と
し
て
、
息
苦
し
い
日
々
に
美
術
館
に
足

を
運
び
、
楽
し
み
を
見
出
そ
う
と
す
る
人
に
少
し
で
も
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
を

提
供
で
き
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
た
。
タ
イ
ト
ル
の
「
高
き
空
か
ら
」
に
は
、

作
品
に
表
さ
れ
る
小
さ
な
空
か
ら
少
し
で
も
の
び
の
び
と
し
た
空
気
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
い
る
。

陳
列
作
品
は
計
二
十
三
点
。
近
畿
一
円
の
寺
社
よ
り
お
預
か
り
し
て
い
る
ご

宝
物
か
ら
、
雲
や
日
月
な
ど
の
空
に
関
わ
る
具
体
的
な
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
も
の
、

あ
る
い
は
ポ
ー
ズ
や
視
線
で
空
が
暗
示
さ
れ
る
も
の
な
ど
を
集
め
た
。
ま
た
、

病
を
癒
す
と
さ
れ
人
々
の
祈
り
を
受
け
と
め
て
き
た
、
薬
師
如
来
に
関
わ
る
造

形
も
紹
介
し
た
。

�

（
石
川
温
子
）
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令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
～
十
二
月
十
三
日

秋
色
を
愛
で
る 

―
近
代
日
本
画
を
中
心
に
―

本
展
示
は
、
展
示
期
間
が
晩
秋
に
あ
た
る
た
め
、
秋
ら
し
い
日
本
画
を
展
示

し
た
い
と
考
え
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
単
純
な
動
機
で
あ
る
が
た
だ
そ
れ
だ

け
で
あ
る
。

「
晩
秋
」
に
な
る
と
障
子
を
繕
っ
て
い
た
母
の
姿
を
思
い
出
し
て
描
い
た
上

村
松
園
。
月
が
昇
る
蕭
条
た
る
「
枯
野
」
と
そ
こ
に
た
た
ず
む
狐
を
迫
真
の
描

写
に
装
飾
性
を
融
和
さ
せ
て
表
現
し
た
児
玉
希
望
。
燃
え
る
よ
う
な
「
紅
葉
」

（
個
人
蔵
）
を
青
や
金
と
の
対
比
に
よ
り
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
横
山
大
観
。

以
上
、
当
館
を
代
表
す
る
秋
ら
し
い
近
代
日
本
画
三
点
に
加
え
、
磯
田
湖
龍

斎
「
秋
野
美
人
図
」、
岡
田
米
山
人
「
箕
面
探
楓
図
」（
個
人
蔵
）、
西
山
完
瑛

「
雀
躍
稲
穂
之
図
」（
個
人
蔵
）、
橋
本
関
雪
「
霜
日
」、「
秋
夕
帰
牧
」、
浜
田
観

「
富
有
柿
」
と
い
っ
た
作
品
を
展
示
し
た
。
上
記
三
点
（「
晩
秋
」「
枯
野
」「
紅

葉
」）
の
印
象
が
強
い
た
め
、
そ
の
他
の
作
品
は
比
較
的
控
え
め
な
も
の
を
選

び
、
作
品
同
士
が
喧
嘩
し
な
い
よ
う
間
隔
を
あ

け
て
展
示
す
る
よ
う
に
気
を
付
け
た
。

実
際
に
展
示
し
て
み
る
と
、
秋
ら
し
い
美
し

さ
だ
け
で
な
く
何
と
な
く
寂
し
い
秋
の
気
配
が

展
示
室
に
満
ち
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
美
術
館
を
訪
れ
た
人
達
に
秋
色
を
愛

で
て
い
た
だ
け
た
と
し
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

�

（
秋
田
達
也
）

令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

松
樹
千
年
、
終
に
是
朽
ち
ぬ 

―
絵
画
の
中
の
自
然
美

松
樹
は
千
年
な
る
も
終
に
是
朽
ち
、
槿
花
は
一
日
な
る
も
自
ら
栄
と
な
す
。

白
居
易
の
放
言
詩
の
こ
の
一
節
を
ひ
い
て
表
題
と
し
、
本
展
を
企
画
し
た
。

松
樹
は
ど
ん
な
に
長
命
を
保
つ
と
い
っ
て
も
い
つ
か
は
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
い
、

槿
花
（
む
く
げ
）
は
た
っ
た
一
日
の
命
で
あ
っ
て
も
自
分
の
栄
華
を
知
っ
て
咲

き
誇
る
と
い
う
。
命
の
長
い
短
い
に
心
を
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
生

を
全
う
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
う
た
う
こ
の
詩
に
着
想
を
得
て
、
松
や
柏
な
ど

の
木
々
を
主
題
と
す
る
作
例
と
、
可
憐
な
花
々
を
画
く
作
例
を
あ
つ
め
、
対
比

的
に
み
え
る
よ
う
に
展
観
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
長
期
化
し
、
新
し
い
生
活
様
式
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
提
案
さ
れ
、
み
な
が
人
混
み
を
避
け
て
身
体
的
距
離

を
確
保
し
、
飛
沫
の
生
じ
る
会
話
を
控
え
て
い
る
今
、
ど
の
よ
う
な
展
示
を
す

べ
き
か
、
自
然
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
展
は
作
品
を
通
し
て
先
人
の
美

意
識
や
人
生
観
に
ふ
れ
、
今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

そ
う
い
っ
た
試
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

�

（
森
橋
な
つ
み
）

顧大申《老松飛瀑図》
清・康熙 3 年（1664）
本館蔵（阿部コレクション）
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令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

生
誕
二
〇
〇
年　

三
輪
田
米
山

―
大
阪
中
之
島
美
術
館
山
本
發
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

三
輪
田
米
山
（
一
八
二
一

－

一
九
〇
八
）
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
活

躍
し
た
愛
媛
松
山
の
神
官
で
、
生
家
の
日
尾
八
幡
神
社
の
祠
官
を
務
め
た
。
書

は
王
羲
之
、
趙
孟
頫
や
唐
様
の
諸
家
、
仮
名
で
は
「
秋
萩
帖
」
な
ど
を
広
く
学

ん
だ
が
、
斗
酒
を
あ
お
っ
て
揮
毫
し
た
独
特
の
作
品
は
、
豪
放
な
筆
法
、
雄
大

な
気
宇
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

「
伊
予
の
三
筆
」
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
る
米
山
だ
が
、
彼
を
「
我
が
国
近

世
五
百
年
間
不
世
出
の
大
書
家
」
と
激
賞
し
て
そ
の
作
品
の
収
集
に
励
み
、
全

国
に
そ
の
名
を
知
ら
し
め
た
の
は
、
大
阪
中
之
島
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

礎
を
築
い
た
山
本
發
次
郎
で
あ
っ
た
。

地
元
愛
媛
で
は
か
つ
て
か
ら
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に

は
千
葉
・
成
田
山
書
道
博
物
館
で
、
二
〇
〇
六
年
に
は
大
阪
・
日
本
書
芸
院
の

主
催
で
、
二
〇
一
五
年
に
は
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
で
大
規
模
な
展
覧
会
が
催

さ
れ
、
そ
の
受
容
は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
生
誕
二
〇
〇
年
に
あ

た
り
、
そ
の
真
価
を
改
め
て
問
い
直
し
て
み
る
機
会
と
し
た
。

�

（
弓
野
隆
之
）

令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

辛
丑
年　

牛
を
描
く

本
展
示
は
、
令
和
三
年
が
丑
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
あ

る
。
猪
や
鼠
を
描
い
た
作
品
だ
け
で
展
示
室
を
満
た
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い

が
、
牛
な
ら
ば
一
室
ぐ
ら
い
何
と
か
な
り
そ
う
だ
と
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
展
覧

会
タ
イ
ト
ル
は
、
十
一
年
前
の
寅
年
に
「
庚
寅
年　

虎
を
描
く
」
と
い
う
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
そ
れ
に
倣
っ
た
。

牛
を
描
く
歴
史
は
古
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
や
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル

タ
ミ
ラ
洞
窟
に
描
か
れ
た
旧
石
器
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
壁
画
に
も
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
牛
は
早
く
か
ら
家
畜
と
し
て
飼
育
さ
れ
、
農
耕

や
運
搬
を
助
け
る
な
ど
、
人
々
に
と
っ
て
大
変
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
の
ん

び
り
と
し
て
愛
ら
し
い
だ
け
で
な
く
、
時
に
雄
々
し
い
牛
た
ち
の
姿
は
、
日
本

の
絵
画
の
中
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

こ
の
よ
う
に
壮
大
な
流
れ
を
述
べ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
絵
画
九
件
と
磁
器

一
件
と
い
う
小
規
模
な
展
示
で
あ
っ
た
。
近
代

の
日
本
画
家
・
橋
本
関
雪
の
作
品
を
一
つ
入
れ

た
が
、
そ
の
他
は
江
戸
時
代
の
作
品
で
あ
り
、

図
ら
ず
も
大
岡
春
卜
、
森
周
峰
、
岡
田
米
山
人
、

上
田
公
長
、
森
一
鳳
と
い
っ
た
大
坂
の
絵
師
の

作
品
が
中
心
と
な
っ
た
。
丑
年
の
新
春
ら
し
く
、

ゆ
っ
た
り
と
し
な
が
ら
も
力
強
い
雰
囲
気
の
展

示
に
な
っ
た
と
思
う
。

�

（
秋
田
達
也
）

三輪田米山《無為》
明治時代・18-19世紀
大阪中之島美術館
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令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

江
戸
の
南
画

本
展
示
は
、
正
月
ら
し
く
お
め
で
た
い
「
松
竹
梅
図
」
や
「
紫
霊
蒼
龍
図
」

を
展
示
し
た
い
と
思
い
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
大
坂
を
代
表
す
る

南
画
家
・
岡
田
米
山
人
の
作
品
で
あ
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
南
画
で
展
示
室
を

構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

米
山
人
の
ほ
か
、
南
画
の
大
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
池
大
雅
、
岡
山
出
身
で

独
自
の
南
画
を
確
立
し
た
浦
上
玉
堂
、
関
東
南
画
を
リ
ー
ド
し
た
谷
文
晁
、
名

古
屋
に
生
ま
れ
幕
末
の
南
画
界
で
活
躍
し
た
中
林
竹
洞
な
ど
著
名
な
南
画
家
の

作
品
を
中
心
に
展
示
し
た
。
少
し
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
遠
江
に
生
ま
れ
掛
川

藩
の
御
用
絵
師
・
村
松
以
弘
に
絵
を
学
ん
だ
後
、
江
戸
に
出
て
谷
文
晁
や
渡
辺

崋
山
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
平
井
顕
斎
の
「
山
水
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
飛
騨
高
山
の
酒
造
家
・
二
木
俊
恭
（
長
嘯
亭
）
が
蒐
集
し
た
書
画

五
十
点
が
貼
ら
れ
る
「
長
嘯
亭
蒐
集
書
画
貼
交

屏
風
」（
個
人
蔵
）
と
と
も
に
、
二
代
目
長
嘯

亭
（
俊
恭
の
息
子
）
の
た
め
に
谷
文
晁
が
描
い
た

「
水
墨
山
水
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
を
並
べ
て
展
示

し
た
と
こ
ろ
も
本
展
示
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

る
。
水
墨
が
主
体
の
や
や
地
味
な
雰
囲
気
の
展
示

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
的
に
は
正
月
ら

し
く
引
き
締
ま
っ
た
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
思
う
。

�

（
秋
田
達
也
）

令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

あ
ち
こ
ち
の
風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

画
家
は
ほ
ん
と
う
に
旅
が
好
き
だ
。
自
然
が
織
り
な
す
清
ら
か
で
美
し
い
眺

め
を
精
力
的
に
歩
き
、
新
し
い
画
想
を
求
め
て
眼
前
の
風
景
に
筆
一
本
で
格
闘

を
挑
む
。
画
家
な
ら
ず
と
も
、
時
間
と
財
布
が
許
せ
ば
、
あ
ち
こ
ち
旅
し
て
ま

わ
り
た
い
も
の
だ
が
、
世
界
的
な
感
染
症
の
拡
大
で
旅
行
を
計
画
し
に
く
い
社

会
状
況
が
も
う
一
年
以
上
も
続
い
て
い
る
。
な
ら
ば
風
光
明
媚
を
巡
る
旅
感
覚

を
せ
め
て
絵
画
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
、
と
本
展
を
企
画
し
た
。
嵐
山
、
琵

琶
湖
な
ど
関
西
圏
の
定
番
名
所
か
ら
、
箱
根
や
有
馬
の
温
泉
地
、
さ
ら
に
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
、
カ
ン
ヌ
ま
で
、
近
世
絵
画
と
日
本
洋
画
か
ら
名
所
・
風
景
を
描

く
作
品
十
九
点
を
寄
せ
て
構
成
し
た
。

例
え
ば
、
大
和
長
谷
寺
（
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
・
八
番
札
所
）
へ
の
ご

案
内
に
あ
た
っ
て
は
、「
長
谷
寺
縁
起
」（
大
阪
・
長
谷
寺
蔵
）
と
い
う
絵
巻
を

5
メ
ー
ト
ル
近
く
開
い
た
。
牡
丹
や
紅
葉

の
名
所
と
し
て
も
古
来
よ
り
名
高
い
が
、

初
瀬
山
の
麓
か
ら
中
腹
に
か
け
て
伽
藍
が

広
が
り
、
仁
王
門
か
ら
本
堂
ま
で
続
く
三

九
九
段
の
登
廊
が
な
か
な
か
に
美
し
い
。

絵
巻
画
面
の
短
い
天
地
で
は
垂
直
方
向
に

建
築
を
積
み
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な

い
ゆ
え
、
左
へ
左
へ
と
伸
び
る
登
廊
の
描

写
が
み
ら
れ
て
面
白
い
。

�

（
知
念
理
）
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令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

磁
州
窯
の
陶
枕

近
年
の
や
き
も
の
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、
生
産
窯
に
注
目
し
た
展
示
を

ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
展
示
を
企
画
し
た
。

磁
州
窯
は
、
河
北
省
邯
鄲
市
に
位
置
す
る
、
日
用
の
や
き
も
の
を
量
産
し
た

民
間
の
窯
場
で
あ
る
が
、
最
も
隆
盛
し
た
宋
～
元
時
代
に
は
、
同
様
の
製
品
を

焼
く
窯
は
華
北
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
。
や
き
も
の
製
の
枕
＝
陶
枕
は
、
そ
の

代
表
的
か
つ
特
徴
的
な
器
種
の
一
つ
で
あ
る
。
夏
に
涼
し
く
、
健
康
に
も
よ
い

と
言
わ
れ
、
寝
具
と
し
て
実
用
さ
れ
た
ほ
か
、
墓
へ
副
葬
し
た
り
、
家
の
魔
除

け
道
具
と
し
た
り
、
贈
答
に
も
用
い
ら
れ
た
。

磁
州
窯
系
諸
窯
で
は
各
種
の
装
飾
技
法
が
発
展
し
た
こ
と
も
あ
り
、
陶
枕
の

枕
面
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た
。
そ
の
文
様
か
ら

は
、
当
時
の
人
々
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、
子
宝
や
立
身
出
世
な
ど
現

世
利
益
を
願
う
吉
祥
文
様
や
、
文
人
の
隠
遁
気

分
を
味
わ
え
る
山
水
図
な
ど
。
出
陳
作
品
で
は

な
い
が
、
中
に
は
物
語
の
一
場
面
を
描
い
た
趣

味
性
の
強
い
も
の
や
、
失
恋
ソ
ン
グ
の
よ
う
に

浸
れ
る
詩
が
記
さ
れ
た
も
の
、「
忍
」
と
大
き

く
書
か
れ
た
作
品
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
る
。
民

間
の
様
々
な
需
要
に
柔
軟
に
応
え
た
大
規
模
窯

な
ら
で
は
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
と
い

え
る
だ
ろ
う
。�

（
杉
谷
香
代
子
）

令
和
三
年
一
月
九
日
～
二
月
七
日

富
士
礼
賛 

―
近
世
絵
画
を
中
心
に
―

本
展
示
は
正
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
初
夢
に
見
る
と
縁
起
の
良
い
と
さ

れ
る
「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」
に
あ
や
か
り
、
富
士
を
描
い
た
作
品
を
展
示
す

る
こ
と
に
し
た
。
富
士
は
古
よ
り
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
様
々
な
芸
術
の
源
泉

に
も
な
っ
て
き
た
。
東
海
道
の
往
来
が
盛
ん
に
な
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
富
士

講
が
流
行
し
た
こ
と
も
あ
り
富
士
図
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

実
際
の
展
示
で
は
、
狩
野
探
幽
「
富
士
雲
龍
図
」（
慶
瑞
寺
蔵
）、
上
田
耕

夫
「
富
士
図
」、
中
林
竹
洞
「
神
洲
奇
観
図
」（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
富
士
を
中

心
と
し
た
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
池
大
雅
「
浅
間
山
真
景
図
」（
個
人
蔵
）
や
葛

飾
北
斎
「
潮
干
狩
図
」
の
よ
う
に
遠
景
に
富
士
を
描
い
た
作
品
も
取
り
上
げ
た
。

全
体
と
し
て
、
正
月
ら
し
く
清
々
し
い
雰
囲
気
の
展
示
に
な
っ
た
と
思
う
。

ま
た
こ
の
機
会
に
、
本
年
度
新
た
に
寄
贈
さ
れ

た
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景　

神
奈
川
沖
浪
裏
」
を

初
め
て
御
披
露
目
し
た
。
水
色
が
通
常
と
は
異
な

る
色
版
で
摺
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
摺
り
に
よ

る
現
存
作
品
の
中
で
は
状
態
が
良
い
も
の
で
あ
る
。

富
士
と
は
関
係
な
い
が
、
一
緒
に
寄
贈
さ
れ
た
東

洲
斎
写
楽
「
三
代
目
市
川
八
百
蔵
の
田
辺
文
蔵
」

も
展
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
浮
世
絵
版
画
を
所
蔵
し

て
い
な
か
っ
た
当
館
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
た
ち
で

あ
る
。

�

（
秋
田
達
也
）

展示風景

展示風景
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令
和
三
年
二
月
二
十
日
～
三
月
二
十
一
日

ニ
ッ
ポ
ン
の
か
が
や
き　

本
朝
金
属
工
芸
史

日
本
の
金
属
工
芸
の
歴
史
は
、
銅
鐸
や
銅
鏡
か
ら
仏
具
や
茶
釜
な
ど
実
に
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
当
館
の
所
蔵
品
と
寄
託
品

の
中
か
ら
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む
日
本
の
金
工
品
の
数
々
を
紹
介
し
た
。

一
見
し
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
、
見
ど
こ
ろ
を
解
説

し
た
。

北
欧
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
お
け
る
利
器
材
料
を
元
に
石
器
時
代
・
青
銅
器
時

代
・
鉄
器
時
代
と
三
時
期
に
時
代
区
分
を
お
こ
な
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ト
ム

セ
ン
に
よ
る
歴
史
観
は
、
先
史
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
に
も
適
用
可
能
な

卓
越
し
た
汎
世
界
的
な
文
明
史
論
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
と
日
本
列
島
の
歴

史
に
関
し
て
は
こ
の
理
論
は
通
用
し
な
い
。
日
本
列
島
に
お
け
る
金
属
利
用
は

弥
生
時
代
に
は
じ
ま
り
、
青
銅
器
と
鉄
器
と
が
同
時
に
中
国
大
陸
か
ら
流
入
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

そ
う
し
た
日
本
列
島
の
お
け
る
金
属
利
用
の
大
き
な
流
れ
を
知
る
意
味
で
、

こ
の
展
示
で
は
ま
ず
銅
鐸
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
次
い
で
紹
介
す
る

銅
鏡
は
古
墳
時
代
に
中
国
鏡
を
摸
倣
す
る
こ
と
で
徐
々
に
独
自
の
表
現
を
獲
得

す
る
。
平
安
時
代
以
降
に
独
自
の
自
由
な
絵
画
表
現
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ

た
和
鏡
の
中
か
ら
重
文
・
青
銅
獅
子
牡
丹
文
鏡
（
滋
賀
・
浄
信
寺
蔵
）、
重

文
・
青
銅
萩
扇
面
文
鏡
（
本
館
蔵
）
等
を
紹
介
し
た
。

日
本
の
金
工
技
術
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
存
在
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
技
術
・
表
現
が
仏
教
文
明
と
と
も
に
日
本
へ
渡
来
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
中
で
も
日
本
的
な
優
美
な
表
現
が
特
徴
の
国
宝
・
金
銀
透
彫
唐

草
文
華
籠
（
滋
賀
・
神
照
寺
蔵
）
や
重
文
・
金
銅
三
昧
耶
形
五
鈷
鈴
（
大
阪
・

高
貴
寺
蔵
）【
挿
図
】、
重
文
・
銅
信
貴
型
水
瓶
（
本
館
蔵
）
や
銀
鍍
金
透
彫
経

箱
（
本
館
蔵
）
等
、
当
館
の
館
蔵
・
寄
託
品
を
代
表
す
る
名
品
を
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
、
国
宝
・
菊
唐
草
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
内
容
品
（
和
歌
山
・
熊
野
速
玉
大
社

蔵
）
が
展
示
に
華
を
添
え
、
金
工
品
の
ひ
ろ
が
り
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

今
回
も
平
易
な
解
説
を
心
掛
け
た
。「
愉
快
奇
怪�

神
獣
図
鑑
」
で
も
触
れ
た

よ
う
に
、
工
芸
を
担
当
す
る
者
の
現
場
の
実
感
と
し
て
、
こ
の
分
野
が
敬
遠
さ

れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
多
く
の
方
に
金
属
工
芸
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
企
画
の
根
底
に
あ
る
。
繊
細
な
造
形

や
精
緻
な
文
様
、
多
彩
な
用
途
や
素
材
の
特
性
を
活
か
す
技
術
な
ど
、
そ
の
魅

力
は
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
二
月
二
〇
日
にFA

CEBO
O
K

ラ
イ
ブ
で
配
信
さ
れ
た
「O

SA
K
A
�

M
U
SEU

M
S

学
芸
員T

A
LK

＆T
H
IN
K

」
に
お
い
て
、
こ
の
展
示
の
概
要

を
報
告
し
た
。�

（
児
島
大
輔
）

重要文化財《金銅三昧耶形五鈷鈴》
大阪・高貴寺蔵
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令
和
三
年
二
月
二
十
日
～
三
月
二
十
一
日

花
咲
く
や
き
も
の 

R
I
V
I
V
A
L
!

昨
年
一
月
よ
り
日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に
流
行
し
、

翌
月
の
二
月
二
十
九
日
に
は
当
館
も
休
館
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
日
展
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
開
幕
し
て
か
ら
わ
ず
か
六
日
後
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
一
つ
が
、「
春
爛
漫　

花
咲
く
や
き
も

の
」
で
あ
る
。
季
節
に
合
わ
せ
た
華
や
か
な
作
品
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
ま
で
展
示
す
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
作
品
も
積
極
的
に
出
陳
し
、
当
館
の
所

蔵
・
寄
託
品
の
幅
の
広
さ
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
展
示
だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
お

客
様
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
閉
幕
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
早
春
に
リ
バ
イ
バ
ル
展
を
企
画
し
た
。
昨
年

と
比
べ
る
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
半
分
に
な
っ
た
た
め
、
作
品
を
絞
っ
て
よ
り

テ
ー
マ
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
と
は
、
一
つ
に
は
美

し
い
花
々
で
や
き
も
の
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
や

き
も
の
に
咲
い
た
花
に
も
植
生
分
布
が
あ
る
こ
と
の
紹
介
だ
。
す
な
わ
ち
、
日

本
で
は
季
節
を
感
じ
る
花
々
が
選
ば
れ
る

の
に
対
し
、
中
国
で
は
吉
祥
的
意
味
を
も

つ
花
が
好
ま
れ
る
な
ど
モ
チ
ー
フ
の
選
択

に
地
域
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

未
だ
感
染
症
流
行
収
束
の
目
途
が
立
た

な
い
が
、
本
展
示
で
少
し
で
も
明
る
い
気

分
を
提
供
で
き
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

（
杉
谷
香
代
子
）

令
和
三
年
二
月
二
十
日
～
三
月
二
十
一
日

宮
人
た
ち
へ
の
鎮
魂
歌 

―
隋
の
石
刻

隋
朝
は
わ
ず
か
三
十
七
年
と
い
う
短
命
に
終
わ
っ
た
が
、
南
北
朝
を
統
一
し

唐
朝
の
礎
を
築
い
た
。
書
に
お
い
て
は
楷
書
の
発
展
史
上
と
て
も
重
要
な
時
代

で
、
特
筆
す
べ
き
は
墓
誌
の
豊
富
さ
と
そ
の
魅
力
で
あ
る
。
本
展
で
は
煬
帝
の

宮
廷
に
勤
め
た
「
宮
人
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
の
墓
誌
に
焦
点
を
あ
て
、
隋

の
石
刻
を
紹
介
し
た
。

隋
の
宮
人
墓
誌
は
現
在
四
十
数
通
が
知
ら
れ
る
。
な
か
で
も
一
九
二
五
年
、

洛
陽
城
西
か
ら
三
十
九
通
の
宮
人
墓
誌
が
陸
続
と
出
土
し
た
。
当
館
師
古
斎
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
そ
の
う
ち
二
十
九
点
の
拓
本
が
備
わ
る
。
煬
帝
の
大
業
元

年
（
六
〇
五
）
洛
陽
は
副
都
と
し
て
建
設
が
始
ま
っ
た
。
同
時
に
女
官
も
増
置

さ
れ
、
尚
書
省
に
準
じ
て
六
局
二
十
四
司
が
整
備
さ
れ
た
。
図
の
賈
氏
の
墓
誌

に
は
彼
女
が
尚
食
局
の
司
饎
と
い
う
職
を
務
め
官
帙
は
六
品
、
大
業
六
年
に
五

十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
資
料
価
値
が
高
い
。
い
か
に
も

隋
代
ら
し
い
整
っ
た
楷
書
で

書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
女
性

の
墓
誌
に
ふ
さ
わ
し
く
、
端

正
で
繊
細
な
筆
致
を
見
せ
る
。

隋
の
墓
誌
の
中
で
も
名
品
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

�
（
弓
野
隆
之
）

《色絵染付 沢薊模様皿》（ 5 枚のうち）
富本憲吉　昭和11年（1936）
本館蔵（辻本コレクション）

《宮人司饎賈氏墓誌》
隋・大業 6 年（610）
本館蔵（師古斎コレクション）
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